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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第77期中 第78期中 第79期中 第77期 第78期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） － － 5,714,86312,674,31311,973,306

経常損益（△は損失）（千円） － － 632 55,935△138,234

中間（当期）純損益（△は損失）（千円） － － △4,100△1,216,051△199,159

持分法を適用した場合の投資損益

　（△は損失）（千円）
－ － －     －     －

資本金（千円） － － 1,699,9681,699,9681,699,968

発行済株式総数（株） － － 31,337,00031,337,00031,337,000

純資産額（千円） － － 152,632339,085140,971

総資産額（千円） － － 2,164,2672,638,7312,441,845

１株当たり純資産額（円） － － 4.87 10.88 4.52

１株当たり中間（当期）純損益金額

　（△は損失）（円）
－ － △0.13 △39.00 △6.39

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純

利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 7.1 12.9 5.8

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
－ － 156,074230,76283,472

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
－ － △24,768△158,018△72,391

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
－ － △117,909△63,715 △462

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残

高（千円）
－ － 68,495 44,480 55,099

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）（人）

－

－

－

－

154

(182)

185

(225)

173

(213)

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．当社は、第77期中及び第78期中において四半期報告書を提出しており、中間財務諸表は作成しておりません。

従いまして、当該期の経営指標等については記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．持分法を適用した場合の投資利益について、第79期中、第77期及び第78期はローマイヤ販売株式会社が期初

から債務超過となっており同社の中間（当期）純損失は当社の投資損失には該当いたしません。

５．第77期の当期純損失は、固定資産の減損による特別損失の計上1,240,306千円等によるものであります。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

 

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況　

 平成24年９月30日現在

従業員数（人） 154　（182）

（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇　　

　用者数は当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。 

　　２．当社の報告セグメントは加工食品事業のみであるためセグメント情報の記載を省略しております。

　

(2) 労働組合の状況

　当社の労働組合は「ローマイヤ労働組合」と称し、日本食品関連産業労働組合総連合会に属しております。当該労

働組合の組合員数は８名であります。なお、労使関係については特に記載すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

　前期は四半期報告書を提出しており、中間財務諸表を作成していないため、前年同期の数値、増減及び前年同期比に

つきましては参考として記載しております。

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、欧州債務問題を中心とする海外経済の減速に伴う輸出の大幅減、夏場の

天候不順やデフレによる個人消費の低迷など景気の先行きが不透明な状況が続きました。

　加工食品業界におきましても、個人所得の低迷や雇用不安から消費者の低価格志向・節約志向が強まり、業者間

での価格競争の激化が進み、厳しい環境下で推移いたしました。

　このような状況のもとで、当社は「安全・安心な製品を製造・供給すること」に特化するため、取扱い商品の一

部をスターゼングループの供給会社が担当することと致しました。また、経費削減を図るため、物流業務の大半を

スターゼングループの物流会社へ委託致しました。これにより、当社は製造に経営資源を集中し、一層の製造の合

理化や生産性の向上に取組んでおります。

　このような状況の中、販売価格の下落や昨年からの一部原材料の高止まりが続き、当中間会計期間の売上高は57

億14百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は６百万円（前年同期は営業損失88百万円）、経常利益は０百万円

（前年同期は経常損失95百万円）、中間純損失は４百万円（前年同期は中間純損失１億円）となりました。

　

当社は報告セグメントが加工食品事業のみであるためセグメント情報の記載を省略しておりますが、当社の事

業の種類別の業績を示すと次のとおりです。

① 加工食品事業

個人消費の低迷など厳しい状況が続き、食肉製品の売上が伸びず、ミートギフトや惣菜等の販売量の減少を

招きました。

ハム・ソーセージなどの食肉加工品につきましては、消費の低迷や低価格志向の影響を受け、百貨店や通販

企業などへ販売しております当社のギフト商品が前年を下回るなど苦戦を強いられましたが、販売促進キャン

ペーンの実施、大手量販店のローストビーフ生産を受託するなど販売強化に努めました。その結果、当中間会計

期間の売上高は41億95百万円（前年同期比1.7％増）となりました。

その他惣菜等につきましては、焼肉キット商品やステーキ類が奮わず、一段と業者間の価格競争も激しくな

りました。なお、一部の取扱商品をスターゼングループの供給会社へ移管したこともあり、その結果、当中間会

計期間の売上高は15億17百万円（前年同期比21.7％減）となりました。

② その他事業

　不動産の賃貸収入のみで、当中間会計期間の売上高は１百万円であります。 

 

(2）キャッシュ・フロー

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、営業活動によるキャッシュ・フロー

の増加分を財務活動によるキャッシュ・フローにおける借入金などの返済などに充てておりますが、前事業年度

末より13百万円増加し、68百万円となっております。

　

 また、当中間会計期間中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果得られた資金は１億56百万円（前年同期は53百万円の使用）となりました。これは主に売

上債権の減少額３億１百万円やたな卸資産の減少額83百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は24百万円（前年同期比59.5％）となりました。これは主に工場の生産機械

等の取得による支出などによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は１億17百万円（前年同期は１億７百万円の獲得）となりました。これは主

に関係会社短期借入金及び関係会社長期借入金の返済などによるものであります。

EDINET提出書類

ローマイヤ株式会社(E00451)

半期報告書

 4/38



２【生産、受注及び販売の状況】

　前期は四半期報告書を提出しており、中間財務諸表を作成していないため、前年同期比につきましては参考として記

載しております。

(1）生産実績

　当社の報告セグメントは加工食品事業のみであるためセグメント情報の記載を省略しておりますが、当中間会計

期間の生産実績を事業の種類別に示すと次のとおりであります。　

事業種類別

当中間会計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日） 前年同期比（％）

重量（kg） 構成比（％）

加工食品事業 4,902,141 100.0 99.1

内、食肉加工品 4,680,445 95.5 99.1

内、その他惣菜等 221,696 4.5 98.6

その他事業　 － － －

計 4,902,141 100.0 99.1

　

(2）受注の状況　

　当社は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当社の報告セグメントは加工食品事業のみであるためセグメント情報の記載を省略しておりますが、当中間会　計

期間の販売実績を事業の種類別に示すと次のとおりであります。

事業種類別

当中間会計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日） 前年同期比（％）

金額（千円） 構成比（％）

加工食品事業 5,713,663 99.9 94.2

内、食肉加工品 4,195,764 73.3   101.7

内、その他惣菜等 1,517,899 26.6 78.3

その他事業 1,200 0.1 100.0

計 5,714,863 100.0 94.2

（注）１．当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであ

ります。

相手先

当中間会計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年９月30日）　

　金額（千円） 割合（％）　

スターゼン広域販売株式会社　 1,361,073 23.8

スターゼン東日本販売株式会社 1,259,794　 22.0　

スターゼン北日本販売株式会社　 680,593　 11.9　

スターゼン西日本販売株式会社 582,216　 10.2　

スターゼン南日本販売株式会社 548,833　 9.6　

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 　　
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３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。 
　

４【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等の

リスクについての重要な変更はありません。
　

５【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、新たに締結された重要な契約は次のとおりであります。
　
スターゼン株式会社を完全親会社とする株式交換契約の締結について　

　当社とスターゼン株式会社（以下、「スターゼン」といいます。）は、平成24年５月11日開催のそれぞれの取締

役会において、スターゼンを株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社とする株式交換（以下、「本株式交

換」といいます。）を行うことを決議し、同日付で両社の間で株式交換契約（以下、「本株式交換契約」といいま

す。）を締結いたしました。 なお、本株式交換契約は、当社については平成24年６月27日開催の定時株主総会にお

いて、スターゼンは平成24年６月28日開催の定時株主総会において、それぞれ承認を得ております。

　本株式交換契約に基づき、平成24年８月１日に株式交換を実施し、当社はスターゼンの完全子会社となりまし

た。それに伴い、当社は平成24年７月27日に上場廃止となっております。　

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容

（1）結合企業（株式交換完全親会社）

      名称・・・・・・・・・スターゼン株式会社

　　　資本金・・・・・・・・98億99百万円　

      事業の内容・・・・・・食肉の処理加工、ハム・ソーセージ及び食肉加工品の製造販売、豚・牛の生  

                            産・肥育等　

（2）被結合企業（株式交換完全子会社）

      名称・・・・・・・・・ローマイヤ株式会社

      事業の内容・・・・・・ハム・ソーセージ等の食肉加工品及び惣菜等の製造・販売　

２．企業結合の法的形式

    株式交換　

３．企業結合日

    平成24年８月１日（効力発生日）　

４．結合後企業の名称

    変更ありません。　

５．取引の目的を含む取引の概要

　（1）株式交換の目的　

　　 当社及びスターゼンは、経営に関する意思決定を迅速に行うとともに経営資源をより効果的・効率的に
投入できる体制を強固に構築し、両社の企業価値の向上を図るため、本株式交換を実施することにいた
しました。　

　　　　    （2）株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付株式数

  　　① 株式の種類及び交換比率

　株式の種類・・・普通株式　 

会社名 株式交換比率

スターゼン㈱　 １　

ローマイヤ㈱ 0.405
　 　　　　　　　
　　　　　　　② 交換比率の算定方法

　　当社及びスターゼンは、それぞれ個別に独立した第三者算定機関に株式交換比率の算定を依頼し、
当該第三者算定機関による算定結果を参考として、交渉・協議を行い、株式交換比率を決定いたし
ました。

　　　　　　　③ 交付株式数・・・5,357,745株　
　スターゼンが保有する当社の普通株式18,108,000株（スターゼン持株比率57.78％）について
は、本株式交換による株式の割当ては行いません。なお、交付する株式はスターゼンが保有する自
己株式（平成24年３月末日現在13,120,669株）を充当いたしました。 
　

６【研究開発活動】

　 当中間会計期間における研究開発活動の金額は、9,341千円であります。

 なお、当中間会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

(1) 重要な会計方針及び見積り　

　当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されております。 

　当社経営陣は、中間財務諸表の作成に際し、中間決算日における資産・負債の報告数字及び偶発資産・負債の開

示、並びに報告期間における収入・費用の報告数字に影響を与える見積り及び仮定設定を行わなければなりませ

ん。経営陣は、貸倒債権、退職給付費用に関する見積り及び判断に対して、継続して評価を行っております。経営陣

は、過去の実績や状況に応じ合理的だと考えられる様々な要因に基づき、見積り及び判断を行い、その結果は、他の

方法では判定しにくい資産・負債の簿価及び収入・費用の報告数字についての基礎となります。実際の結果は、見

積り特有の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。

　当社は、特に以下の重要な会計方針が、当社の中間財務諸表の作成において使用される当社の重要な判断と見積り

に大きな影響を及ぼすと考えております。

①　貸倒引当金

　当社は売上債権等に対して顧客の支払不能時に発生する損失の見積り額に基づき、貸倒引当金を計上しており

ます。顧客の財務状態が悪化し、その支払い能力が低下した場合、追加引当が必要となる可能性があります。

②　退職給付引当金

　当社は従業員の退職給付に備えるため退職一時金を計上しております。見積り計算につきましては、期末自己都

合要支給額をもって退職給付債務としております。

 

(2) 当中間会計期間の経営成績の分析

　前期は四半期報告書を提出しており、中間財務諸表を作成していないため、前年同期の数値、増減及び前年同期比

につきましては参考として記載しております。　

　当中間会計期間は、外部仕入商品の一部の取り扱いをスターゼングループ各社へ移管したことなどにより、「その

他惣菜等」の売上高は前年同期より21.7％と大幅に減少いたしましたが、当社の主力製品でありますハム・ソー

セージなどの食肉加工品の売上高は、大手量販店への受注増が寄与したことなどにより前年同期より1.7％増加い

たしました。その結果、全体の当中間会計期間の売上高は57億14百万円（前年同期比5.8％減）となりました。

　売上原価は、原価低減の取組みとして工程改善や原料・副原料などの仕入を見直し、また、工場の生産設備を更新

し生産性向上を図りましたが、原料の高騰や昨年からの原料・資材の高止まりがあり、売上原価は51億63百万円

（前年同期比5.9％減）となり、販売費及び一般管理費を差し引いた営業利益は６百万円（前年同期は営業損失88

百万円）となりました。

営業外損益は営業外収益が２百万円（前年同期比17.5％増）、営業外費用が８百万円（前年同期比12.1％減）と

なり、経常利益は０百万円（前年同期は経常損失95百万円）となりました。

法人税、住民税及び事業税を加えた中間純損失は４百万円（前年同期は中間純損失１億円）となりました。

 

(3) 財政状態の分析

　当中間会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、第２〔事業の状況〕１[業績等の概要]（2）キャッシュ・

フローのとおりです。

①　資産の部

　当中間会計期間末の総資産は21億64百万円で、前事業年度末と比べ２億77百万円減少いたしました。うち流動資

産は12億44百万円で前事業年度末より３億56百万円減少いたしました。売掛金が３億１百万円減少したことが主

要因であります。固定資産は９億19百万円で前事業年度末より78百万円増加いたしました。主なものは、基幹工場

であります栃木工場の生産機械設備を増強したことなどにより、有形固定資産が84百万円増加したことなどによ

るものであります。

②　負債の部　 

　当中間会計期間末の負債合計は20億11百万円で、前事業年度末より２億89百万円減少いたしました。うち流動負

債は17億28百万円で前事業年度末より２億20百万円減少いたしました。工場の設備投資などで未払金が１億18百

万円増加いたしましたが、買掛金が２億81百万円、関係会社短期借入金が67百万円減少したことなどによるもの

です。固定負債は２億83百万円で関係会社長期借入金及びリース債務の返済などで前事業年度末より68百万円減

少しております。

③　純資産の部

　当事業年度末の純資産は１億52百万円で、当中間会計期間に株式交換を実施したことで自己株式が減少したこ

となどにより、前事業年度末と比べ11百万円増加いたしました。　
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

 　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,900,000

計 65,900,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年12月21日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,337,000 31,337,000 非上場
　単元株式数

　1,000株　

計 31,337,000 31,337,000 － －

（注）１．当社の株式は、平成24年７月27日付で東京証券取引所市場第二部において上場廃止となりました。

　　　２．当社の株式は、平成24年８月１日付で譲渡制限株式となっており、株式を譲渡するには取締役会の承認が必要

　　　　　となる旨を定款に定めております。 

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

　（千円）

平成24年４月１日～

平成24年９月30日
－ 31,337 －　 1,699,968 －　 899,968

　

（６）【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

スターゼン株式会社 東京都港区港南一丁目６番41号 31,337 100.00　

計 － 31,337　 100.00　

　（注）１．平成24年８月１日付株式交換で、当社の株主はスターゼン株式会社１社のみであります。

　　　　２．平成24年11月19日に東京都港区港南二丁目５番７号に移転しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式         31,337,000 31,337 －

単元未満株式   　　　　－          － －

発行済株式総数 31,337,000 － －

総株主の議決権 　　　　　　　－ 31,337 －

　

②【自己株式等】

　　　　　　該当事項はありません。　

　　　

２【株価の推移】

　　当該中間会計期間における月別最高・最低株価

月別 平成24年４月 ５月 ６月 ７月

最高（円） 102 111 92 96

最低（円） 95 90 89 87

　　　　（注）１.最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものです。　

２.平成24年７月27日付で上場廃止し、平成24年８月１日付で株式交換により当社はスターゼン株式会

社の完全子会社となったことに伴い、最終取引日である平成24年７月26日までの株価について記載して

あります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株
式数
（株）

就任年月日

 取締役社長

(代表取締役）　
 藤田　文明 昭和36年２月12日生 

昭和54年４月　㈱ゼンチク（現スターゼン㈱）入社

平成19年３月　同社　昭島営業センター長

平成21年４月　スターゼン東日本販売㈱　取締役

平成23年４月　スターゼン広域販売㈱　取締役

平成24年２月　当社　生産本部長

平成24年８月　当社　代表取締役社長（現任）　

（注） －
平成24年

８月１日

 取締役　  鶉橋　誠一 昭和15年８月９日生 

昭和48年５月　㈱ゼンチク（現スターゼン㈱）

取締役企画開発部長

昭和56年６月　同社　専務取締役営業所本部長

昭和58年８月　同社　代表取締役副社長

昭和61年６月　同社　代表取締役社長

平成12年６月　当社　代表取締役会長

平成15年４月　スターゼン㈱　代表取締役社長

　　　　　　　社長執行役員

平成20年５月　同社　代表取締役会長

　　　　    　会長執行役員（現任）

平成24年８月　当社取締役（現任）　

（注） －
平成24年

８月１日

 取締役　  寺師　孝一 昭和31年３月13日生 

昭和56年２月　㈱ゼンチク（現スターゼン㈱）入社

平成13年１月　同社　販売本部量販事業部　部長

平成17年２月　同社　国内営業本部　部長

平成20年10月　スターゼン東日本販売㈱　取締役

平成22年４月　㈱スターゼンミートグル－プ

　代表取締役社長

平成23年６月　スターゼン㈱　取締役（現任）

平成24年８月　当社　取締役（現任）　

（注） －
平成24年

８月１日

　（注）平成24年８月１日開催の臨時株主総会の終結の時から平成25年３月期に係る定時株主総会の終結の時までであ

ります。　

 

(2）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

 取締役社長（代表取締役）  植平　明成 平成24年８月１日

 常務取締役 総務経理担当 野口　一世 平成24年８月１日

 常務取締役 社長補佐 青木　兼博 平成24年８月１日

 取締役  横田　和彦 平成24年８月１日

 監査役（常勤）  梅本　敏雄 平成24年８月１日

 監査役  中井　俊夫 平成24年８月１日

 監査役  熊谷　　章 平成24年８月１日
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

（1）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第　　

38号）に基づいて作成しております。

 

（2）当社は、前年同期においては四半期報告書を提出しており、前中間会計期間（平成23年４月１日から平成23年

９月30日まで）の中間財務諸表は作成しておりませんので、比較情報である前中間会計期間との対比は行っており

ません。

　なお、参考情報として、前第２四半期会計期間末（平成23年９月30日現在）の四半期貸借対照表並びに前第２四半

期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）の四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書を、「１　中間財務諸表等」の「（2）その他」に記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30

日まで）の中間財務諸表について、新日本有限責任監査法人により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】
（１）【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当中間会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 55,099 68,495

売掛金 1,001,675 700,529

親会社株式 － 16,194

商品及び製品 321,018 205,987

仕掛品 13,158 22,524

原材料及び貯蔵品 191,569 213,683

未収入金 6,456 6,273

その他 11,556 10,734

流動資産合計 1,600,532 1,244,421

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 13,418 28,779

構築物（純額） 140 6,006

機械及び装置（純額） 242,658 312,138

車両運搬具（純額） 4,645 5,057

工具、器具及び備品（純額） ※2
 35,021

※2
 41,649

土地 ※2
 394,140

※2
 394,140

リース資産（純額） 108,036 94,890

有形固定資産合計 ※1
 798,062

※1
 882,661

無形固定資産

のれん 10,000 5,000

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 4,311 5,540

その他 3,019 2,907

無形固定資産合計 22,080 18,195

投資その他の資産

投資有価証券 8,366 8,471

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 6,392 4,714

その他 1,133 525

投資その他の資産合計 21,170 18,989

固定資産合計 841,313 919,845

資産合計 2,441,845 2,164,267
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当中間会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 936,352 655,191

関係会社短期借入金 ※2, ※3
 529,781

※2, ※3
 462,525

1年内返済予定の関係会社長期借入金 ※2
 72,000

※2
 72,000

リース債務 30,189 30,701

未払金 110,570 228,750

関係会社未払金 56,741 51,397

未払費用 62,191 60,993

繰延税金負債 － 216

未払法人税等 14,362 4,733

未払消費税等 2,294 11,797

賞与引当金 88,856 97,839

リース資産減損勘定 18,162 17,236

その他 27,803 35,038

流動負債合計 1,949,306 1,728,422

固定負債

関係会社長期借入金 ※2
 134,000

※2
 98,000

リース債務 94,406 78,947

繰延税金負債 778 743

退職給付引当金 101,709 104,094

長期預り保証金 1,004 504

長期未払金 10,151 －

長期リース資産減損勘定 9,517 924

固定負債合計 351,567 283,213

負債合計 2,300,874 2,011,635

純資産の部

株主資本

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金

資本準備金 899,968 899,968

その他資本剰余金 9,872 6,880

資本剰余金合計 909,840 906,848

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △2,451,697 △2,455,798

利益剰余金合計 △2,451,697 △2,455,798

自己株式 △18,422 －

株主資本合計 139,688 151,018

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,283 1,614

評価・換算差額等合計 1,283 1,614

純資産合計 140,971 152,632

負債純資産合計 2,441,845 2,164,267
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②【中間損益計算書】
（単位：千円）

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 5,714,863

売上原価 ※3
 5,163,760

売上総利益 551,103

販売費及び一般管理費 ※3
 544,712

営業利益 6,391

営業外収益 ※1
 2,548

営業外費用 ※2
 8,307

経常利益 632

税引前中間純利益 632

法人税、住民税及び事業税 4,733

法人税等合計 4,733

中間純損失（△） △4,100
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③【中間株主資本等変動計算書】
（単位：千円）

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

株主資本

資本金

当期首残高 1,699,968

当中間期末残高 1,699,968

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 899,968

当中間期末残高 899,968

その他資本剰余金

当期首残高 9,872

当中間期変動額

自己株式の処分 △2,991

当中間期変動額合計 △2,991

当中間期末残高 6,880

資本剰余金合計

当期首残高 909,840

当中間期変動額

自己株式の処分 △2,991

当中間期変動額合計 △2,991

当中間期末残高 906,848

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △2,451,697

当中間期変動額

中間純損失（△） △4,100

当中間期変動額合計 △4,100

当中間期末残高 △2,455,798

利益剰余金合計

当期首残高 △2,451,697

当中間期変動額

中間純損失（△） △4,100

当中間期変動額合計 △4,100

当中間期末残高 △2,455,798

自己株式

当期首残高 △18,422

当中間期変動額

自己株式の取得 △210

自己株式の処分 18,632

当中間期変動額合計 18,422

当中間期末残高 －
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（単位：千円）

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

株主資本合計

当期首残高 139,688

当中間期変動額

中間純損失（△） △4,100

自己株式の取得 △210

自己株式の処分 15,640

当中間期変動額合計 11,329

当中間期末残高 151,018

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 1,283

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額
（純額）

330

当中間期変動額合計 330

当中間期末残高 1,614

評価・換算差額等合計

当期首残高 1,283

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額
（純額）

330

当中間期変動額合計 330

当中間期末残高 1,614

純資産合計

当期首残高 140,971

当中間期変動額

中間純損失（△） △4,100

自己株式の取得 △210

自己株式の処分 15,640

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

330

当中間期変動額合計 11,660

当中間期末残高 152,632
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当中間会計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 632

減価償却費 54,439

のれん償却額 5,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,384

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,983

受取利息及び受取配当金 △47

支払利息 8,246

売上債権の増減額（△は増加） 301,145

たな卸資産の増減額（△は増加） 83,551

仕入債務の増減額（△は減少） △281,160

未払債務の増減額（△は減少） △23,019

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,502

その他 4,058

小計 173,715

利息及び配当金の受取額 47

利息の支払額 △8,222

法人税等の支払額 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー 156,074

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △24,139

無形固定資産の取得による支出 △2,162

差入保証金の差入による支出 △1,035

差入保証金の回収による収入 2,714

その他 △145

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,768

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △67,255

長期借入金の返済による支出 △36,000

リース債務の返済による支出 △14,443

自己株式の取得による支出 △210

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,909

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,395

現金及び現金同等物の期首残高 55,099

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※
 68,495
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【重要な会計方針】

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）関連会社株式

移動平均法による原価法

(2）その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

　

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

　商品・原材料は個別法による原価法、製品・仕掛品は先入先出法による原価法、貯蔵品は最終仕入原価法（い

ずれも、貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については定額法）を採用し

ております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　　　　　14年～31年

機械及び装置、車輌及び運搬具　　４年～10年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、のれんは５年間の均等償却による定額法を採用し、自社利用のソフトウエアについては、社内におけ

る利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

(3) リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上することにしておりますが、当中間会計期間の

繰入額はありません。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えて支給見込み額に基づき、当中間会計期間負担額を計上しております。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（簡便法により自己都合要支給額の

100％）の見込み額に基づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

　

５．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限

の到来する短期投資からなっています。

　

６．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜き方式によっております。　
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【会計方針の変更】

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当中間会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　この変更による、損益に与える影響は軽微であります。　　

　

【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

※１.有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成24年３月31日）

当中間会計期間
（平成24年９月30日）

531,342千円 579,844千円

　　

※２．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

工具、器具及び備品 　22,300千円 22,300千円

土地 394,140千円 394,140千円

計 416,440千円 416,440千円

　            　担保付債務は、次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

関係会社短期借入金 529,781千円 462,525千円

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000千円 72,000千円

関係会社長期借入金 134,000千円 98,000千円

　

※３．借入コミットメント

　当社はスターゼン株式会社とグループ金融に関するスターゼングループ・キャッシュマネージメント

サービス基本契約を締結し、CMSによる借入限度額を設定しております。この契約に基づく借入未実行残高

は次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

CMSによる借入限度額の総額 1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 529,781千円 462,525千円

差引借入未実行残高 770,218千円 837,474千円
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（中間損益計算書関係）

 　　　　　※１．営業外収益の主要項目は、次のとおりであります。　

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）　

受取利息 1千円

受取配当金 45千円

　

※２．営業外費用の主要項目は、次のとおりであります。　

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）　

支払利息 8,246千円

　

※３．減価償却実施額は、次のとおりであります。

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　有形固定資産 53,392千円

　無形固定資産 1,047千円

　　

（中間株主資本等変動計算書関係）

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 31,337,000 － － 31,337,000

合計 31,337,000 － － 31,337,000

自己株式     

普通株式 168,618 2,262 170,880 －

合計 168,618 2,262 170,880 －

（注）１．自己株式の普通株式の株式数の増加2,262株は、単元未満株式の買取による増加であります。

　　　２．自己株式の普通株式の株式数の減少170,880株は親会社株式と交換したことによる減少であります。 

　

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　該当事項はありません。　

 

３．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。　

　　　

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 68,495千円

現金及び現金同等物 68,495千円
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（リース取引関係）

（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

　有形固定資産であり、主として、加工食品事業における工場の生産設備（機械及び装置）であります。

②　リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「３．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

　

２．中間貸借対照表に計上した固定資産のほか、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外

ファイナンス・リース契約による取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び中間期末（期末）

残高相当額
　
　 （単位：千円）

　
前事業年度（平成24年３月31日）

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 減損損失累計額相当額 期末残高相当額

建物 13,200 13,200 － －

機械及び装置 349,188 272,607 46,212 30,368

工具、器具及び備品 3,500 3,500 － －

合計 365,888 289,307 46,212 30,368

　　

　 （単位：千円）

　
当中間会計期間（平成24年９月30日）

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 減損損失累計額相当額 中間期末残高相当額

機械及び装置 293,297 231,247 46,212 15,838

合計 293,297 231,247 46,212 15,838

　

(2）未経過リース料中間期末（期末）残高相当額及びリース資産減損勘定中間期末（期末）残高

（単位：千円）

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

未経過リース料中間期末（期末）残高相当額 　 　

１年内 25,561 18,859

１年超 10,565 1,563

合計 36,126 20,423

リース資産減損勘定中間期末（期末）残高　 27,680 18,160
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(3）支払リース料、リース資産減損勘定取崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

　 （単位：千円）

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

支払リース料 26,243

リース資産減損勘定取崩額 9,519

減価償却費相当額 1,429

支払利息相当額 1,020

減損損失 －

（注）前中間会計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日）は中間財務諸表を作成していないため、支払リー　

　　ス料、リース資産減損勘定取崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失につきましては、記載を省略して

おります。

　　

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。
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（金融商品関係）

  金融商品の時価等に関する事項 

　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。な

お、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注２）参照）。　　　　

        　　前事業年度（平成24年３月31日）

　
貸借対照表計上額
（千円）

時　価
（千円）

差　額
（千円）　

（1）現金及び預金　 55,099 55,099 　－

（2）売掛金　 　1,001,675
　

1,001,675
　

　－

（3）投資有価証券

　　 その他有価証券
　8,366 　8,366 　－

　　資　産　計 　1,065,141　1,065,141 　－

（1）買掛金　 　936,352 　936,352 　－

（2）関係会社短期借入金　 　529,781 　529,781 　－

（3）未払金 110,570 110,570   －

（4）関係会社未払金 56,741 56,741 －

（5）関係会社長期借入金

　　　　　　（※１）　
　206,000 　199,168 　△6,831

（6）未払リース債務

　　　　　　（※２）　
　124,595 　112,113 　△12,482

　　負　債　計 　1,964,042　1,944,727　△19,314

　             ※１　１年内の返済予定の関係会社長期借入金を含んでおります。　　

　　　　　　 ※２　１年内の返済予定の未払リース債務を含んでおります。

　　　　　　（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項　

　　　　　　　　資産

　　　　　　　　　（1）現金及び預金、（2）売掛金　

　　　　　　　　　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ

　　　　　　　　　　　っております。

　　　　　　　　　（3）投資有価証券　

　　　　　　　　　　　　これらの時価については、株式は取引所の価格によっております。また、保有目的ごとの有価

　　　　　　　　　　　証券に関する事項については注記事項（有価証券関係）をご参照下さい。

　　　　　　　　負債　

　　　　　　　 （1）買掛金、（2）関係会社短期借入金、（3）未払金、（4）関係会社未払金

　　　　　           これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

                   よっております。

　　           （5）関係会社長期借入金

        　           長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

                   利率で割り引いて算定する方法によっております。

　　　　　　　 （6）未払リース債務

　　　　　　　　　　 未払リース債務の時価については、元利金の合計額を同様のリース契約を新規に行った場合に想定され

る利率で割り引いて算定する方法によっております。　　

         （注２）非上場株式（当事業年度の貸借対照表計上額０千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・

フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「資産

（3）投資有価証券その他有価証券」には含めておりません。　
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   　　　　当中間会計期間（平成24年９月30日）

　　
中間貸借対照表計上額

（千円）

時　価

（千円）

差　額

（千円）

（1）現金及び預金　 68,495 68,495 　－

（2）売掛金　 　700,529
　

700,529
　－

（3）親会社株式　 　16,194
　

16,194
　－

（4）投資有価証券

　　 その他有価証券
　8,471 　8,471 　－

　　資　産　計 　793,690 　793,690 　－

（1）買掛金　 　655,191 　655,191 　－

（2）関係会社短期借入金　 　462,525 　462,525 　－

（3）未払金 228,750 228,750   －

（4）関係会社未払金 51,397 51,397 －

（5）関係会社長期借入金

　　　　　　（※１）　
　170,000 　165,393 　△4,606

（6）未払リース債務

　　　　　　（※２）　
　109,649 　99,728 　△9,921

　　負　債　計 　1,677,514　1,662,987　△14,527

　             ※１　１年内の返済予定の関係会社長期借入金を含んでおります。　　

　　　　　　 ※２　１年内の返済予定の未払リース債務を含んでおります。

　　　　　　（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項　

　　　　　　　　資産

　　　　　　　　　（1）現金及び預金、（2）売掛金　

　　　　　　　　　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ

　　　　　　　　　　　っております。

　　　　　　　　　（3）親会社株式、（4）投資有価証券　

　　　　　　　　　　　　これらの時価については、株式は取引所の価格によっております。また、保有目的ごとの有価

　　　　　　　　　　　証券に関する事項については注記事項（有価証券関係）をご参照下さい。

　　　　　　　　負債　

　　　　　　　 （1）買掛金、（2）関係会社短期借入金、（3）未払金、（4）関係会社未払金

　　　　　           これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

                   よっております。

　　           （5）関係会社長期借入金

        　           長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

                   利率で割り引いて算定する方法によっております。

　　　　　　　 （6）未払リース債務

　　　　　　　　　　 未払リース債務の時価については、元利金の合計額を同様のリース契約を新規に行った場合に想定され

る利率で割り引いて算定する方法によっております。　

         （注２）非上場株式（当中間会計期間の中間貸借対照表計上額０千円）は、市場価格がなく、かつ将来

キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるた

め、「資産（4）投資有価証券その他有価証券」には含めておりません。　

　　　　 （注３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件

等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。　
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（有価証券関係）

１.子会社株式及び関連会社株式

　　①当社は子会社株式を保有しておりません。

　　②関連会社株式（当中間会計期間の中間貸借対照表計上額０千円、前事業年度の貸借対照表計上額０千円）

は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから記載しておりません。　

　

２．その他有価証券

　　　　　　　前事業年度（平成24年３月31日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるも

の

(1）株式 8,366　 6,305　 2,061　

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 －　 －　 －　

②　社債 －　 －　 －　

③　その他 －　 －　 －　

(3）その他 －　 －　 －　

小計 8,366　 6,305　 2,061　

貸借対照表計上額が

取得原価を超えない

もの

(1）株式 －　 －　 －　

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 －　 －　 －　

②　社債 －　 －　 －　

③　その他 －　 －　 －　

(3）その他 －　 －　 －　

小計 －　 －　 －　

合計 8,366　 6,305　 2,061　

 　（注）非上場株式（貸借対照表計上額０千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認

         められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

　　　　　　　当中間会計期間（平成24年９月30日）

 種類
中間貸借対照表　　計
上額（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

中間貸借対照表計上

額が取得原価を超え

るもの

(1）株式 24,665　 22,091　 2,574　

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 －　 －　 －　

②　社債 －　 －　 －　

③　その他 －　 －　 －　

(3）その他 －　 －　 －　

小計 24,665　 22,091　 2,574　

中間貸借対照表計上

額が取得原価を超え

ないもの

(1）株式 －　 －　 －　

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 －　 －　 －　

②　社債 －　 －　 －　

③　その他 －　 －　 －　

(3）その他 －　 －　 －　

小計 －　 －　 －　

合計 24,665　 22,091　 2,574　

（注）非上場株式（中間貸借対照表計上額０千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と

認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。　
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（デリバティブ取引関係）

当社はデリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 0 0

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） － －

（注）表中の「関連会社に対する投資の金額」は、備忘価額まで減損処理をしております。

　

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） －

　

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。
　

（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。　

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

当社の報告セグメントは加工食品事業の１つであるため、記載を省略しております。

　　

【関連情報】

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）　

１．製品及びサービスごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：千円） 

　 加工食品事業　 　

その他の事業

　

　

合　計　

　　 　食肉加工品 　その他惣菜等

　外部顧客への売上高 4,195,764　1,517,899 　1,200　5,714,863

　

２．地域ごとの情報

　当社の外部顧客への売上高及び有形固定資産の所在地はすべて日本国内であります。　

　

３．主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　（単位：千円） 

　顧客の名称又は氏名 　　売上高  関連するセグメント名   

　スターゼン広域販売㈱ 1,361,073　加工食品事業

　スターゼン東日本販売㈱ 1,259,794　加工食品事業

　スターゼン北日本販売㈱ 680,593　加工食品事業

　スターゼン西日本販売㈱ 582,216　加工食品事業

　スターゼン南日本販売㈱ 548,833　加工食品事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

当社の報告セグメントは加工食品事業の１つであるため、記載を省略しております。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

当社の報告セグメントは加工食品事業の１つであるため、記載を省略しております。

　　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当中間会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　
当中間会計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり中間純損失金額 0.13円

（算定上の基礎） 　

中間純損失金額（千円） 4,100

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純損失金額（千円） 4,100

普通株式の期中平均株式数（株） 31,223,759

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、１株当たり中間純損失金額であり、また、潜在株 

　　　　式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　　　　　　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当中間会計期間

（平成24年９月30日）

１株当たり純資産額 4.52円 4.87円

（算定上の基礎） 　 　

純資産の部の合計額（千円） 140,971 152,632

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

（うち少数株主持分）（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
140,971 152,632

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
31,168,382 31,337,000
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（重要な後発事象）

当中間会計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　当社は、平成24年11月26日の取締役会において、臨時株主総会に資本金及び資本準備金の額の減少並びにその他資本剰

余金の処分について付議することを決議し、本議案は平成24年12月11日開催の臨時株主総会において、承認されました。

　（1）目的　

　資本金及び資本準備金の額の減少並びにその他資本剰余金の処分を行うことにより、繰越損失を一掃して、財務

体質の健全化を図るものであります。

　（2）資本金及び資本準備金の額の減少並びにその他の資本剰余金の処分の方法

①会社法第447条第１項及び第448条第１項の規定に基づき、発行済株式総数の変更は行わず、資本金及び資本準　

備金を減少させ、それぞれその他資本剰余金に振り替えます。

　　　 　イ．減少する資本金の額

　　　　　　　資本金1,699,968,000円のうち1,599,968,000円　

　　　　　　　　なお、減少後の資本金　　　 100,000,000円

　　　　 ロ．減少する準備金の額

　　　　　　　資本準備金899,968,000円のうち844,849,044円

　　　　　　　　なお、減少後の資本準備金 　 55,118,956円

　　　　 ハ．増加する剰余金の額

　　　　　　　その他資本剰余金　　2,444,817,044円　　　　　　　

 　　　　　　　 なお、増加後のその他資本剰余金　2,451,697,599円

 　　　②会社法第452条の規定に基づき、繰越利益剰余金の欠損を填補いたします。

　　　 　イ．減少する剰余金の額　

　　　　　　　その他資本剰余金　2,451,697,599円

　　　　 ロ．増加する剰余金の額

 　　　　　　 繰越利益剰余金　　2,451,697,599円

　（3）日程

　　　①債権者異議申述公告　　　平成25年１月中旬（予定）

　　　②債権者異議申述最終期日　平成25年２月末日（予定）

　　　③減資効力発生日　　　　　平成25年３月１日（予定）　　

 

　　

　

（２）【その他】

　前中間会計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）は四半期財務諸表を作成しているため、以

下に参考情報として前第２四半期会計期間末（平成23年９月30日現在）の四半期貸借対照表並びに前第２四

半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）の四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書を記載しております。　
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四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

　 （単位：千円）

　
前第２四半期会計期間
（平成23年９月30日）

資産の部 　

流動資産 　

現金及び預金 55,954

売掛金 998,358

商品及び製品 400,200

仕掛品 21,100

原材料及び貯蔵品 193,980

未収入金 14,030

その他 20,022

流動資産合計 1,703,646

固定資産 　

有形固定資産 　

建物（純額） 5,153

構築物（純額） 16,231

機械及び装置（純額） 276,285

車両運搬具（純額） 6,115

工具、器具及び備品（純額） 33,727

土地 394,140

リース資産（純額） 113,215

有形固定資産合計 844,869

無形固定資産 　

のれん 15,000

電話加入権 4,748

ソフトウエア 3,780

その他 3,118

無形固定資産合計 26,647

投資その他の資産 　

投資有価証券 6,231

関係会社株式 0

出資金 5,278

差入保証金 6,708

その他 1,698

投資その他の資産合計 19,916

固定資産合計 891,433

資産合計 2,595,080
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　 （単位：千円）

　
前第２四半期会計期間
（平成23年９月30日）

負債の部 　

流動負債 　

買掛金 855,312

関係会社短期借入金 580,961

１年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000

リース債務 27,486

未払金 129,414

未払費用 74,791

未払法人税等 10,468

賞与引当金 109,850

リース資産減損勘定 18,883

その他 60,727

流動負債合計 1,939,897

固定負債 　

関係会社長期借入金 170,000

リース債務 102,067

退職給付引当金 111,679

長期預り保証金 1,004

長期未払金 13,497

長期リース資産減損勘定 18,160

その他 27

固定負債合計 416,437

負債合計 2,356,334

純資産の部 　

株主資本 　

資本金 1,699,968

資本剰余金 909,840

利益剰余金 △2,352,979

自己株式 △18,122

株主資本合計 238,706

評価・換算差額等 　

その他有価証券評価差額金 40

評価・換算差額等合計 40

純資産合計 238,746

負債純資産合計 2,595,080
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

　 （単位：千円）

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

売上高 6,064,976

売上原価 5,484,966

売上総利益 580,010

販売費及び一般管理費 ※
　668,436

営業損失（△） △88,426

営業外収益 　

受取利息 32

受取配当金 37

受取手数料 335

貸倒引当金戻入額 511

雑収入 1,251

営業外収益合計 2,168

営業外費用 　

支払利息 8,828

雑損失 622

営業外費用合計 9,450

経常損失（△） △95,708

税引前四半期純損失（△） △95,708

法人税、住民税及び事業税 4,733

法人税等合計 4,733

四半期純損失（△） △100,441
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

　 （単位：千円）

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　

税引前四半期純損失（△） △95,708

減価償却費 58,450

のれん償却額 5,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △511

退職給付引当金の増減額（△は減少） 780

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,968

受取利息及び受取配当金 △69

支払利息 8,828

売上債権の増減額（△は増加） 155,764

たな卸資産の増減額（△は増加） △108,853

仕入債務の増減額（△は減少） △58,183

未払債務の増減額（△は減少） △24,683

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,907

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,892

その他 26,293

小計 △35,725

利息及び配当金の受取額 69

利息の支払額 △8,819

法人税等の支払額 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー △53,942

投資活動によるキャッシュ・フロー 　

有形固定資産の取得による支出 △38,921

無形固定資産の取得による支出 △1,410

差入保証金の差入による支出 △1,620

差入保証金の回収による収入 489

その他 △139

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,600

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

短期借入金の純増減額（△は減少） 156,519

長期借入金の返済による支出 △36,000

リース債務の返済による支出 △13,156

自己株式の取得による支出 △346

財務活動によるキャッシュ・フロー 107,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,473

現金及び現金同等物の期首残高 44,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
　55,954
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（追加情報）

　前第２四半期累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年９月30日）　　　　

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

　誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

　訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しておりま

　す。　

　

（注記事項）

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであり

ます。

従業員給料手当 138,249千円

運賃 200,921千円

賞与引当金繰入額 32,246千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 55,954

　現金及び現金同等物 55,954

 

　

（株主資本等関係）

　　前第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　
前第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

関連会社に対する投資の金額（千円）　 0

持分法を適用した場合の投資の金額（千円）　 －

　

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年９月30日）

　持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 　－

（注）表中の「関連会社に対する投資の金額」は、備忘価額まで減損処理をしております。　

　

（セグメント情報等）

　（セグメント情報）

　　　当社の報告セグメントは加工食品事業の１つであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3円22銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）　（千円） △100,441

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △100,441

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,173

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。　
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

　事業年度（第78期）（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）平成24年６月28日関東財務局長に提出

(2）内部統制報告書及びその添付書類

　平成24年６月28日関東財務局長に提出　

(3）臨時報告書

　　平成24年５月11日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第６号の２（株式交換よる株式交換完全子会社）に基づく臨時

報告書であります。

　　平成24年６月29日関東財務局長に提出

　　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨時

報告書であります。

　　平成24年８月14日関東財務局長に提出

　　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号（代表取締役の異動）に基づく臨時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

平成24年12月21日

ローマイヤ株式会社
 取締役会　御中  

　

 新日本有限責任監査法人 

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大橋　洋史　　印 

　

 
指定有限任社員

業務執行社員
 公認会計士 新居　伸浩　　印 

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 廣田　剛樹　　印 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るローマイヤ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第79期事業年度の中間会計期間（平成24年４月

１日から平成24年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動

計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
　
中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中

間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損

なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づ

き中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一

部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の

重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及

び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関

連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行わ

れた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　　
中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、ローマイヤ株式会社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成24年４月１

日から平成24年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。
　
強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成24年11月26日の取締役会において、臨時株主総会に資本金及び資

本準備金の額の減少並びにその他資本剰余金の処分について付議することを決議し、当該議案は平成24年12月11日開催

の臨時株主総会において承認された。

　 当該事項は当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。　
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　
以　上

（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が

別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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